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緒 言
　ポーラログラフ似下「ポ」）濾液反慮の本態に
ついては，われわれぽMucoprotein（MP）ないし
Mucoid（MC）の昏怠を主張するBrdicka，i　Mayer，2）
Winzler，S）Waldschlnidt－Leitz等りの論を1｛f定する
成績を得，これまで度々報告してきた。毎7）
　更にその癌と炎症疾患時の異同に関する研究8）
でもプ冤疫、前L清学的に何等かの特異性があろうと
の結論を得，また臨1起1細別診衡の可能性1こつい
ても発表した。9）即ちこれまでの段階ではかかる癌
或は炎：症時の濾液反慮因子はMPないしMCよう
の物質として，3E常人rkl　i？］’i’，或は尿中に：認められ
るものと何等かの鮎で異る，特異的康生を経たも
のではあるまいか，との考えを：以て実験を進めて
いる。
　ここにおいて，かかる「ポ」反心因子が生物学的に如何
なる意義を有するかの問題が必然的に起きてくるが，この
点・こ関しては未だその研究に接しないし，また一方MP及
びMC・そのものの生物界的意義についても本邦め丈献には
殆ど発衷を認め得ない。欧来諸家の報告中主なものをあげ
れば，比較的古くから血清飯Cと密接な関係をもつHe－
xosamineが熱性疾患時に増量することが報告されている。
　また1942年Mayerユ。）は癌疾患で血清MCの増加を認あ
そのaSK　Winzlerii）も癌及び結核症等にヰ8ける血清MPの噌
加を旧き，特にMPに関する一漣1の業績を発表してい
る。1L））一1のまたStary等17ノはこれと一磨関連ある妊娠時の
血清蛋白体の攣化を認め，Simkin等18）は心筋梗塞時に血
清MPあ増加を認めて，その診断的便値を発衷し，また最
近Greenspan等19，も肝炎及び肝硬変の時には血清MPの
減少を來すに反し，肝腫瘍や胆道疾患の際・こは増加するこ
とを認めて，同じく診断的意義を強調している。
　一方尿MCについては免疫血清学的見地から，インフ些
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エンザ，その他ワイラスの」血球餓集作用博1止効果に関する
多数の研’究がGottschalk，20）Bumet等21）を始めとして報
告され，また」f庄型物質やForssman抗原との関係について
は上野292の研究があろnまた最近胃液MC，及びMPにつ
いてGlass等23）2’lyはその胃液心配に対する媛和重「作用を認
め，Plummer望軌或はHoller’］Oも1澄試してこオしに同調し．て
いる。
　かくの如く血．清，尿，或は胃液等に認められる
MPないし．　MCの生物学的また病的意義に関する
研究は漸くその緒についたかの観を．呈．し，勿論そ
の詳細を極める段階1こは到っていない。
　これ等の点よりすれば，仮に「ポ」濾液反慮1ヲd
子とMPないしMCとが同意義のものでぽないに
しても，その闇に密接不可分の関係のあることを
知り，しかも癌，或は・炎：症性疾患に際して共に塘
ブ川する事実ありとせば，かかる物質の生物学的意
義セこ帯する研究は一・癒興味ある問題と考える。
　またt一・方かかる意岡をもつてする研究の一環と
して從來生物学的反慮を基盤にした数種癌反厘：，
或はいわゆる悪液質物f量として報告された2，3の
ものについて，それぞれの剋因因子を「ボ」的に：考
察することは，同時にそれら各因子の理化学的性
款が」七較的相似た∫晦疇に属しながら，なお・．必ずし
も…定せぬ折柄，意義ある問・題と考’えられる。
　即ち，数種む｛反腱｛因子，及び惑液質物質を選択
抽出し，以下の如き実験を試みfcijく弟である。・
実験方法
　1．油症慮及び悪液質起因ないし関係因子としては，松
原，勃砂田，励及びK：IK反響因子S9）中川の酵素因：r・，「St））巾
原？・：）のトキソホルモン，津田32）の対熱非凝固物質，V，三）E＊　s’　＝ミ）．
のA，B及びC物質をそれぞれ槍法に從って抽出した。
　？．抽出に使用せる癌腫組織は大．部分手術により捌嵩せ
る胃癌を用い，1例のみ剖検時胃癌の肝膵鱒移組織を使用
した。
　3．　これ等癌腫組織，血清，及び尿より抽出せろ各因子
20）　Gottsehalk，　A．：　Nature　167，　S45　（1951）．
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23）　Glass，　G．　B．　J，　＆　Boyd，　L　T．　：　Gastroenterology
　　15，　43S　C1950）．
24）　Glass，　G，　B，　J．　＆’aoyd，　L，　T．：　Gastroenterology
　　16，　697　（1950）．
25）　Plummer，　K．　et　al，　：　Gastroenteroly　18，　218　6951）．
の巾，可能のものについては，それぞれの乾燥重量10　mg
を正確に秤量し，：再溜’ll〈　・1．O　ceを加え溶解後，その0．5　cc
を用いた。
1｛欄因子は血清よ瞳覧出せろ上滞1扮。．5ccと，アルコ
ール沈澱部分に再溜水］．Oc¢を加えたもの，　O．5ccをそれ
ぞれ資料として用いた。
　4．これ等の笠島を補足する意味で，胃癌の腫瘍組織，　．
胃液，及び尿につきそれぞれのMG分劃を上野に從って抽
出し，その乾燥物質10m9について「ポ」的考銘、を加え，
また別に胃癌とこれが鑑別上の重要な対象となろ胃潰瘍に
ついて，それぞれの胃液のガーゼ濾過濾液の更に遠心分離
（3，000×10！）」二清0．5c3を用いて「ポ」的調省三を行・つた。
　5．かくして得た各資料は從來才．）れわれの報告せろ濾液
反比に購い，緩衝液5．Occに加えてポーラログラムをとっ
た：J
　な！簡冬癌腫の臨床例に1．フいて1よ雌L清濾液反鷹を行い，そ
の陽性であることを確かめた，、
　またこれ等：の場合の槍流計惑反は，波高の関係より，腫：
島組織より抽出せる中原，訟原，及び砂田閃子では1偏，
そのMGについては1ん〕o，佐藤氏法は1／c，i〕，津田氏法は1！illD，
冒液の炉滋，及びKIIK：因子は1／・o，・＝c　ap　MC月中はi／iooと
したr、尿では中川．氏法，MIG分劃共にi／ieDとし・た。
　6．各資料のpHは今回は惜別修正．することなく緩衝液
申に加えた。
実験成績
　1．癌組織抽出物の「ポ」的岬町（第1表及び第1図A）
　a）松原1圷∫∵　41i尋問法に從い，抽出せる本反砥因子の
　「ポ」波は，大体早均し．た高さを示すが，胃癌の肝縛移1
例のみは，やや高い波高を示した。その虹鱒については，
血清濾液反臨及びWinzlerの抽fl｛法によるMPと全く
同一の析出電位，即ち大．体一］．生V及び一1．7Vに二重波を
示し，すべて第1波幅下Wエ）よりも，第II波似下Wエi）
が高い。またその波高は1例を除き，それぞれの血清濾液
日賦と乎行関係を示した。
　1）」砂田因子：本法においても同様，濾液反1醸と相似的
な波型の二重波を示し，波高はWエ，WIIともに比較的変
動が大．きい。しかしこの．変動は都合により使1用毛細轡’を異
劉Holler，　G．＝Wien．　Z．　inn．　Med，32，73（19．51）．
．27）松原：11医事誌1202，（ll君21）．
28｝砂田：岡lll医会誌（昭22，．
2g）　身号養i傷＝　1．1内札＆　41，9　（1．952）．，
30）　iI’リ【1：　口内謬志　40，6　（旺｛26）．
3玉，　」1．1原二　斉弾　　40’　〔2～4）　〔1949）．
32）．苧i｛二田＝榊…　40，（2～4）（1949）．
33）佐藤：臨豚医学37，5（1昭27）．
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第1表　癌組織抽出物のポーラログラ7的検討
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各資料とも乾燥：垂量10mgを秤量しポーラログラムをとった、
検流計感度は松原，中原，砂田，佐藤酒面とも1偏としたn
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第1図A　数種癌反鷹因予，いわゆる悪液貿物質のボーうログラム
にした第4例を除き，大体それぞれの血清濾液反唇の変動
との悶に3ド行関係を示した。
c）佐藤因子：氏の術式に從いA，B及びC物質を撫ll
し，それぞオしのポーラログラムについて槻嬢した。波型そ
のものは各物質とも，以上の抽出1吻と極めて類似している
し，また・それぞれの波高を’？FiF1］別にみると，大体WI，　WII
ともにC＞A＞Bの関係を示し，しかも大体波高の高い例
．はA，B及びC各物質を通．じて高値を示す傾向がある。こ
aし．と血清濾液反礁陽性度との間には大体準行関係をみとめ
得るが，特にC物質は・その波高，波型の上から，これと近
似性を示すものの如くである。
　d）　トキソホルモン（1｛リ京）：氏馨の術式に從って抽出し
たものを「ポ」的に調べると，、これもまた血清濾液反別と
全く同一析出電位に定型的二重波を示し，波高の上の特色
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としては，一般にWI，　WII　lll］の1差異が少ないr，また血．清
濾液反腱1陽性度との関係も例然としない。
　e）Mucoid分劃（、ヒ野氏法n第1図B｝：勇lll紺織」：り抽
川せるこの分劃は別に．東搾が発表せる如（，特異的な沈降
尤1性を有し，また私が後に発表予定の如1，催貧亘藍L性物質
を含んでいることが分つたが，同1囎こ，この抽開勿を」＝蓮
の術式に從って「ポ」的に調査したと・二ろ，これも血清濾
液反当とIJ．il一・析出’1：建位の同一一波型の二：雨：波を示し・た［Jこの
關係は別報せる血清，及び尿MCのそれと杢く合致するも
のである。し小しこの場合は一般にWIIがとりわけ高値を
示すが，この黒」；，これまでの考えを以てすればいわゆる活
性SH裁の増量をみうということも・疹えられる。ンi・：分劃の
波高の四丁まWI，　Wriとも第4及び7例において高値を
示し，血清濾液反乱とは必ずしもギ行関係を示さない。
　？．珀1．清因子の「ポ」酌橡需寸
　a）血滴対熱性非凝1、〔可物質（津田）（第2喪及び第1図B）：
　　’津田等のいう血清対熱性野猫［Fii物質について「ポ」的に調・
査をすすめると，第2表及び第i図Bの如く，その非凝固
物’負：の「ポ」は9例（胃癌3イ列，子’1喧＝庸5例，胆道：癌1例）
とも定型的二重波を示し，析出電泣もまた濾液反旧時に全
く一致している。しかも癌群は対照健卜｝｛群に比較すると，
明かにWI，　WIIとも高値を示し，そク）・堆は常習学的吟味
第2表」n賄因子のポーラ・ク“ブム的橡討
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1・検流計感度はムコイド（」：L1fJ，津田園子はユ！1σM，胃液未処理K：IK因子は1／50，「｛1川因子，
　　胃液ムコイドはi／10iとした。
　第1図　B　　数種癌反雁因子，いわゆる悪液質物質の’ポーラログラム
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第3表胃癬胃液のtr一ラ・グラフ浄写討
No，
???????????????
??
姓
?? ?
?
????????
　　　　　　　T　　　　　　　　KIK
性病名 ｪ幡
8　1
6
6　i
6
6　1
61
61
6i
胃　潰1癖
　　11
　　tl
頁性幽門拠
窄（胃酸過多）
?????? ??
??????1
????? ? ?
032
＝????????
?????? ??」 ?
036
051
???? ?? ???
????????
??????????
08?
????? ??
?????????? ?
瘍
???
親畔・・儂瀦薩
W’rlw’　Til’wT’　1Wfli／　ilXilTiWel　ft
????
?
???????
3’．ob7．o
14．Oi　16．0
乏㍉O12．0
1．01　6．5
14．01　40．0
2．0，．Ol　24．0
14．01　2？．0
57．Oi　35．0
＆Ol　6．0
28．or　1　l15．0
23．01　35．O
p，O．．nl一　17．0
　113．0
】5．0　　8．0；
・0．〇…
4．5　9．0
5 。0　4．0
37．σ126．0
　　：
18．0！一
　　　
4羅1
30．d24，0
　　1
釜：1［ll：1
c，．・匝・
9．0
9．0
9．0
22．0
34．0
－22．0
35．0
20．5
11．0
　3．胃癌胃液の「ポ」的槍討（第3表及び第1図B）：
　a）KIK因子：　胃癌7例，　S　frT］　ecわたりKIK因子を抽
出し，これを「ポ」的に調査した。なお対照の意i床で胃澱
瘍3例，頁性幽門狭窄兼過酸症1例についても調査した。
　KIK因子のポーラログラムも波型，波高及び析出電位何
れもこオしまでと同様の二重波を示し，小数例のため決定的
なことはいえないが，大体胃癌胃液の場合にはWI，　WII
ともに胃潰瘍のそれより高値を示すものの如ぐである。と
りわけ頁性幽門狭窄例は最低値を示した。
　b）未処理胃液：　次に上述の如くガーゼ濾過，遠心分
離13，000XlOノ）上清のポーラログラムも定型的二重波を示
し，Wr，　Wirとも胃潰瘍は大体低目であろが，胃癌7例中
6例でこれより高い波高を示した。しかし，その波高の変
動はかなり著明であり，これが酸度，萬血・その他との関係
については別に金沢が実験申であろ。
　e）班ucoid分劃（上野）1胃液のMCも血清，尿，或は
腫瘍組織のそれと同様何れも定型的二：重波を示したが，波
高の関係は客体KIK因子，並びに未処理例のそれに一至女
し，また血清濾液反癒の陽性度とは胃癌，胃潰瘍とも必ず
しも亭行関係を示さない。，
　胃液についてこれ等3種の方法によろ「ポ」的比較を行
うと，各例の波高はWエ及びWエ【ともにそれぞ門下する
ものの如くであるが，この中比較的低1直の場合はWI＞Wir
の関係がみとめられ，順次高値を示すに從って，WI≦WII
に移行する傾向がシ・k目され．る。析出電位については，何れ
もWrは一L4・V，　WIIは一1．7　Vで血清濾液月謝と同一位
置にある。
　4．尿因予の「ポ」的楡討〔第4表及び第1図
B）
　a）中川酵素因子：胃癌8例，肝膵癌，肺膵
癌及び胆道癌の各ユ例，　胃潰瘍5例，澁常入
1例について中川氏法に從い，尿エキスを抽出
し上述の方法により「ポ」的に一献した。即．ち
第4裏及び第1図Bの如く波高，言1鯉及び析出
電位は部分的な不均衡はあれ，大体これまでと
柑似た二重波を示し，癌，胃潰瘍を問わず一般
に比較的高値を示す事を知った。
　b）Mucoid分劃（上野，：上記の：方法により
尿MC分団を抽出し（定性的1こMCであること
の調査成績は別に発X134＞した〕これを「ポ」的
に2｛工行調査した。
．即ち大体WI，　WIIとも対照よりも癌引力置
く，これまで同様の二重波である。血清濾液国
璽，中川因子の波高との間にも格別＝雫行関係は見出されな
Vio
　しかし，この波型ではWIよりWI疋が特に高値を示す点
が著しい。しかもWnについては朔かに郵照よりも癌群が
高い。
第4表尿因子の・t「・一・ラFグラフ的検討
No． 姓 性
??????。??????????????
???????????????
?? ? ．??? ?
病　名
　［肺癌
61肝腫瘍
6　胆道癌
中川法
wr　1　wiil　wi
?????????｝??????????
??????????????
????
????????
??????????? ?????
??????? ?? ??
??????? ??????
???????? ? ??? 】
044
??????? 』????????
??????????》???? ? ?
?????????????「?
?????】????????
???? 「????????
「????、??
0?．??」
?? ????????????
?????? ??
（???
????? ????? ?
????????????
?????????? ??
?? ?????
?「?嫡
母潰
?
〃
?
?
?
??
?
????
?
?
?
?
?
?
?
↓??，?
57．07．5 9．0
43．0玉5．015．0
41．015．517．5
32．013．016．0
48．09．01LO
41．022．527．5
53．019．0】7．0
40．04．9 92
84．02α019．0
60．0 一 一
6飢033．525．0
102．026．026．0
63．026．022．0
7S．02？．020．5
38．033．036．0
37．（ 25．029．5
6δ．029．o40．0
50．019．518．0
34）禾tl田他＝H内誌41，5‘1952）．
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　また丁子では巾川因子ク）WIは一般にMC分劃のよりWI
より高い八WIIについては奈く逆の関係を示す。この関
係は対照群では変動多く，著明な傾向をi認め粘い．，
総括並びに考按
　以上の成績を総括すると，從牽，癌の生物学的
診断法と．して発表された数種反騰ミの起因因子，ま
たいわゆる悪液質物質と称される2，3のもの，並
び1に癌組織，胃癌け液及び痘患者尿より拍出せる
MC川劇について「ポ」的考察を試み，松原反慮
砂III反慮及びKIK反t魁．閃了’，佐藤のA，　B，　C物質
li．1川酵素因子，．中現｛のトキソホ．ルモン，湘．IIの血
清対熱非凝固物質等，そのすべてが，波高の高低
二型の緩急はともかくとして，一［tlL清濾液反慮，或
ぱMC分剣のポーラログラムと相似の，同一析出
電位における二．二恩波，即ち一一慮コバルト蛋白波を
示すことが分つた。
　これを遂一考按ずると，松．原抗原に・ついては特にliL清濾
液反燃と「ポ」的に江似であ7g　7i　i‘，この点松原，大内等に
よって，・その本謡の化学的性質が多糖類，或はグロブリン
として論議され，大体今戸では何れに《，その抗原性，旦1け，
反慮因子としての意義を認めるに到ったことは，血清億液
反鷹と密接な関係をもつMGないしMPの化学的特性と
考えあわせ，極めて興味深レ．弄実である。また化学的には
多糖類に本態を主張しても，一羅「ポ」的にコバルト蛋白
　　　　　　　　　　　　　　　ロ波を定型的に形成する物質であることからすれば，上述の・
女r嘩松原及び大内氏らの論孚の因ってくる理由も考慮に難
くないのである。
　砂田，小見山の沈降元も「ボ」的にかなりの変動は認め
られるが，すべて二重極大を示す性質をもつており，氏馨
はその化学的本態を多糖類としているが，多癬類に主体を
おくとすれば，これにもMCないしMP零因子との関連が
組渕されるのである。1
　なおこれ等の波型，並び1こ波高が血溝濾液反唯と大体丹・
行ずるかの如く見受けられたが，勿論これのみによってい
わゆる濾液物質ヵ瞭孫同織に起閃すると推論すろことは不可
能であろ。
　次ぎに最近佐藤がいわ1》る悪滋彦｛二物質としてA，B及び
Cと隅1．撫せるものについてみると，そのrl㍉多糖類を含む
というC物質が特に他の核蛋1「i質というA物貿，　ポリペ
プチ1ドとさiしるB物li　cに1’ヒベ：著二町」な蛋：白7＝：近因：を描くこと
は・，上記反随咽子の揚合1醐この性絡のものを考慮に醐しや
べきではあるまいか。
　巾原のトキソホルモンの理化≠的性質は耐熱性，水溶性
アルコール，エーテルに移行せず，非透析’【生であり，　しか
もその抽出過程においては［ltliJ瘍組織の加熱濾過，亘隻はHCI，
アルコール抽出系の方法をとり，氏も糖蛋自体中に同晴に
存在するものではあるまいかといい，他の追試によっても
大体同様の結果が得らオしているが，今回の「7ド」的観劣尊が
示す処は大体その．’jiRを実証した（，のと考える。また別報
せる如ぐ，いわゆる濾液’F勿質の理化学的倒ノ1：もトキソホ・レ
モンのそれに’極めて類似していろっ
　次ぎに津田2）血清対戸口凝圃物質も癌の工易合，対照より
明かに高い7t重波を示し，血清濾液反照1の値にほぼ一致し
た戌蕨ど示したが，これは本法の事技が「7kO」反鷹の場合
と類．似の関係にある処から，この結果は必ずしも才1［測に難
くないのである。また無論いわゆる1慮液照覧と軌を一にし
た因子がこの場合の主役を演ずろことも充分想像され得る。・
　更に胃癌胃液のK：IK因子’σあるが，　これはその抽出法
がメタノール構製過程をとり，t・れわれのメタノールによ
る血液慮液反懸とよく似た’P’」三質の，対照よりも癌の場合に
より高い波高の二重波を示すaその因子ク’理化学的’1ご1…質も
i耐熱性，非透析性で中学惇は・a衰級ペプチドと称していろ。
これは次lr11に報告予定であるが，私のいう癌尿MC，　MP
の催貧血効果と考えあわせろとこれ等の本質的・Yi！．同1生成
機序及び催貧血擬：il［ぶを脅めて）の追求は今後1こ残された問
∫題と・杉えろ6
　なお胃液を．ヒ述の如く，血清に準．じて濾液反懸の如く換
摂した聖算の成細ま胃潰瘍等で低漉であろに反し，腸癌で
は一一般にiiい傾向を示したが，これはlll血の程度，その変
化の組織学的また部位的関係，或は酸慶副こ亘って，夏に
詳細な観禦が必要と考える。この点については別に金沢の
実瞼結果に侯ちたい。
　また胃液のMC分劃についてもかなりの変動は認めらオし
tvが，その波高の高低に璽蛇てWエ≦Wirとなり，或はWI
≧Wriとなる問題については，．今回の実験範囲内において
はJその解明を期し難いが，波高の低い場含程WI＞Wエ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．であろ点は，血清蛋積量の少ない場合に見られるという濾
液反懸の場合のTropp：i「））の解釈と結び興床ある問題と考
え弘
　最後に田川氏尿カタラーゼ1ヲ馬子についてはWエは少なく
ともそのMC分劃よ1）も高声効≧し，WIエはこれに反し・て
MC分劃の方が高いが，何れにし．てもMCのそれとil雄．似の
二＝：弔：ぞ皮をカヒし，　』．1．つ・三：a）JiEfヒ学1F内壁1…顕：グ）1耐熱’1ゾ1三，　）’ノレコH
ル並びにエーテル不1容，i而tL！西凌性及ひアルカリによる渕ご陪眞
3）t））　Tropp，　C．，　Jtahling，　L，　u，　Gelger，　Fz，：　Z，　Physiol，　Chem．　262，　21］．・5　C　1939）．
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弱韓は濾液物質のそオしと；国1めて近：’似F角であろといえよう。
しかしこれまでの処，尿MG分劃には癌群で対！K1よりも高
い波高を認めたが，本因子の波高については痛及び対照岡
に著明な差異は認め難かった。なお血清濾液反慮陽性度と
の問にも相関性を云々するまでには毒ミつていない。
’以上要するに，今回私の実鹸はあくまでも各因
子の「ポ」的観察にとどまり，これまで諸家の報
告にみられるそれぞれの理化学的性質に～つの観
鮎から，つけ加えを行ったものであり，これ等の
因子と伯L溝濾液1丈慮囚了・との闇の異1司について結
論を急ぐことは，その間に多くの謬見を挿むおそ
れなしとし．ない。しかし私の得た所見ぽ，一・・つに
ぽこれら各囚子の抽出1邑程にかかる「ポ」的観察
を：：加えることにより，吏に個々の純粋：拙lilの可能
性も考え．られ，また一JJ“・今・後「ポ」的に」匡要な役
割を認められつつあるMCなV・しMPの生物学的
意義を解明する．1：．oe，それぞれ特イ∫な生物学的諸
反慮を示す各因子の「ポ」的性欣の如何は，実験
展開上va　一一つの順路を：示すものであると考える。
結 論
　数種生物学的癌反感因子及び悪液質物質につい
て「ポ」的襯察を行い，それ等のすべてにコバル
ト蛋自波の形成を認め，それぞれ諸家の理化学的
性聰τ：関する報告につけ加えるところがあった。
なお2，3のものについては癌と対照との閃におけ
るそれ等因子のポーラログラム上の異同を調べ，
いささかン考手安を：加えた。
　　　　　　　　　　　　　　（昭禾li　28．4．22受付）
Summary
　　According　to　present　results　in　our　polarographical　lnvestigations　in　certain　’biological　cancer
reaction　factors　and　in　ca．　chectic　substance，　ctosely　resernblin．cr　polarograMs　were　obtained　between
serial　filtr．tte　reaction，　a，　nrJ　filtrate　reactions　o’f　mucoid　fractions　obtained　from　cq．　ncer　tissue，
s：ruin，　urine　and　froin　gastric　juice・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Apr．　2L’，　1953’）
